
わさび栽培システム

平成30年３月認定

日 本 農 業 遺 産
平成29年３月認定

世 界 農 業 遺 産

わさび栽培は、今から400年以上に現在の静岡市で始
まったとされています。また、1892年頃には現在の伊
豆市で、棚田状の階段構造を持つ「畳石式わさび田」
と呼ばれる独特な栽培方法を確立しました。
日本の固有種であるわさびを、「畳石式わさび田」で
農薬や肥料を極力使わず湧水に含まれる養分を利用し
て栽培する伝統的な農業を継承しています。

生物多様性を育む農法
優れたランドスケープ

畳石式わさび田和食に欠かせない食材

わさびは日本の固有種です。根茎部分をすり
おろすと清涼感のある辛味が生じるため、鮨、
刺身、そばなどの薬味として、古くから和食
に欠かせない食材となっています。

わさび田は山間地の森林に溶け込み、四季を
通じて優れた景観を生み出します。

下層に大きな岩を敷き詰め、上層へ徐々に小
さな石を積み上げ、表層には砂礫を敷く複層
構造に豊富な水をかけ流すことで、水温の安
定と養分や酸素を供給し、一年を通して高品
質なわさびを生産することができます。

急峻な地形の山間地にあって、水の流れを緩や
かにするわさび田は、多くの水生生物が繁殖す
る場を提供しています。

ハコネサンショウウオ



継 承 保 全 連 携
わさび苗の安定供給
担い手の確保

・県試験研究機関による効率的な

苗生産技術の開発、実証普及

・地元小学校と連携した収穫体験

等校外学習の実施（５件/年）

・地元小中学生向け教材の制作

・学校栄養教諭等を対象とした

講習会の開催

・若手生産者に対する築田技術

研修会の開催

（R2累計:7回→R5累計:11回）

生産と景観の両立

地域の保全意識醸成

・景観に配慮した生産資材の

導入検討

（R2累計:３件→R5累計:６件）

・専門家による生物多様性調査の

実施（１回/年）

・地元農業高校生に対する生物

多様性ワークショップの開催

（５件/年）

企業等との連携

本県産わさびの認知度向上

・協議会ロゴマークの制作

・「静岡水わさびの逸品」認定制度

の創設

（R2累計:72品→R5累計:80品）

・地元観光事業者やジオガイド等と

連携したわさびのＰＲ

・協議会ＨＰによる情報発信

・市場関係者への農業遺産ＰＲ

・他認定地域と連携したイベント

出展

世界・日本農業遺産認定による効果（取組状況）
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